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5年が終わり、就職活動と最後の仕上げに取り掛かり、大変忙しい日々を過ごしています。 

 就職活動は、専攻で見つけようとすると、仕事の機密上で市民権を必要としてしまい、卒業後の初めの

仕事として難しそうです。そのため、医療応用等へも広げて、探しております。日本で行っていた研究に

興味を持ってもらえることが多く、実用的な研究が重視されることを実感しています。これは、おそらく

アメリカでは、人材の流れが速く研修をあまりせずに、必要としているポストですぐに活躍してもらい

たいということからきているようです。 

 研 究 面 で は 、 第 一 著 書 の 研 究 論 文 が Physical Review B に 出 版 さ れ ま し た 。

（https://journals.aps.org/prb/abstract/10.1103/PhysRevB.99.035426）それと、同僚の論文に共著とし

て参加しています。5 年間で 8 本の論文に貢献でき、今までの研究の多様性がようやく報われ始めまし

た。 

 忙しいながらも、昨年から飼い始めた猫と元気に過ごしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


